
第六章　〈生〉を変容させる〈社会的装置〉とは何か 183

蓄積 もの

は、常に変容していくのであって、それに伴ってわれわれ人間の存在様式もま

た、質的に変容してきたのである。そしてそうした質的変容が大規模に生じた

地点こそが、われわれが“特異点”と呼んできたものなのであった。

すでに見たように、「農耕の成立」を要素とした「第一の特異点
00 00 00 00 00 00

」において

は、「〈自然〉と〈人間〉の間接化」、すなわち人工的な食物網の整備によって、

事実上自然淘汰の影響力が失われ、ここから人間は大規模化した〈社会〉の影

響をきわめて強く受けるようになった。続く「近代的社会様式の成立」を契機

とした「第二の特異点
00 00 00 00 00 00

」においては、「〈社会〉と〈自然〉の切断」、すなわち国

民国家、市場経済、化石燃料といった諸要素の登場によって、〈社会〉は自然生

態系による制限から外れ、純粋に〈社会〉の論理のみによって自己拡張してい

くことが可能となった。そしてわれわれは【第一中間考察】を通じて、現代社

会がいままさに「〈社会〉と〈人間〉の切断」とも言える「第三の特異点
00 00 00 00 00 00

」を通

過した地点にあるということについても示唆してきただろう。それはすなわち、

「第二の特異点」によって自然生態系との整合性を失った〈社会〉が、その膨張

の到達点として、いまや人間存在の基底にある生物学的な「ヒト」との整合性
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図４　「第三の特異点」と第二の「切断」（右図）
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